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　社会の様々な領域において構造的な変化が進行しています。特に産業や経済の分野におい

てはその変容の度合いが著しく大きく、雇用形態の多様化・流動化にも直結しています。

　このような中、学校教育においては、児童生徒が、学ぶことと自己の将来とのつながりを

見通しながら、社会的、職業的自立に向けて必要な基盤となる資質・能力を身に付けていく

ことができるよう、特別活動を要としつつ、各教科等の特質に応じて、キャリア教育の充実

を図ることが求められています。
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充実

　キャリア教育を効果的に展開していくためには、特別活動の学級活動を要としなが
ら、総合的な学習（探究）の時間や学校行事、道徳科や各教科における学習、個別指導
としての教育相談等の機会を生かしつつ、学校の教育活動全体を通じて必要な資質・能
力の育成を図っていく取組が重要になります。
　また、将来の生活や社会と関連付けながら、見通しをもったり、振り返ったりする機
会を設けるなど主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を進めることがキャ
リア教育の視点からも求められます。
　キャリア教育は、児童生徒に将来の生活や社会、職業などとの関連を意識させる学習
であることから、その実施に当たっては、職場見学や社会人講話などの機会の確保が
欠かせません。「社会に開かれた教育課程」の理念のもと、幅広い地域住民等と目標や
ビジョンを共有し、連携・協働して児童生徒を育てていくことが大切です。
　さらに、キャリア教育を進めるに当たり、家庭・保護者の役割やその影響の大きさを
考慮し、家庭・保護者との共通理解を図りながら進めることが重要です。その際、各学
校は、保護者が児童生徒の進路や職業に関する情報を必ずしも十分に得られていない状
況等を踏まえて、産業構造や進路を巡る環境の変化等の現実に即した情報を提供して共
通理解を図った上で、将来、児童生徒が社会の中での自分の役割を果たしながら、自分
らしい生き方を実現していくための働きかけを行うことが必要です。

協力を求める
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　新しい時代を生きる子どもたちは、社会の変化にいかに対処していくかという受け身

の観点に立つのではなく、変化を前向きに受け止め、人間ならではの感性を働かせて社

会や人生、生活をより豊かなものにしたり、現在では思いもつかない新しい未来の姿を

構想し実現したりしていくことができる力を身に付けることが求められています。

　このため、学校と保護者や地域住民は、お互いの情報や課題を共有し、これからの時

代を生きる子どもたちのために共通の目標やビジョンをもつなど、共に子どもたちの成

長に関わっていくような体制をつくり、子どもたちが信頼できる大人と関わる機会を多

く設けていくことが必要となります。

　こうしたことから、学校は地域の自治体や社会教育関係団体のほか、教育に高い関心

のある企業の方々などと連携・協働し、子どもたちの学びを充実させていくことが重要

です。
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「キャリア・パスポート」の活用方法

「キャリア・パスポート」の活用

「キャリア・パスポート」とはア

　各学校においては、小学校から高等学校までの特別活動をはじめとしたキャリア教育

に関わる活動について、学びのプロセスを記述し振り返ることができるポートフォリオ

的な教材（「キャリア・パスポート」）を活用することにより、児童生徒が自らのキャ

リア形成のために必要な様々な汎用的能力を育成することが大切です。

児童生徒が自らの学習状況やキャリア形成を見通したり、振り返ったりしながら、

自身の変容や成長を自己評価するポートフォリオ

「キャリア・パスポート」活用の目的イ

　児童生徒にとっては、自らの学習状況やキャリア形成を見通したり、振り返ったりし

て、自己評価を行うとともに、主体的に学びに向かう力を育み、自己実現につなげるこ

とができます。

　教師にとっては、児童生徒が「キャリア・パスポート」に記述した内容をもとに対話的

に関わることによって、児童生徒の成長を促し、系統的に指導を行うことができます。

「小・中・高」をつなぐイ

　「キャリア・パスポート」は、校種間の体系的なキャリア教育と関連付け、入学期・

卒業期に、自分の成長を振り返りながら、将来の生き方を考える機会で活用することが

大切です。振り返りの場面において、その時の気持ちなどを思い出す手がかりとなるよ

う、具体的に記述させます。

「自己理解」、「児童生徒理解」につなぐウ

　児童生徒の自己理解の促進に当たっては、自分の成長を自覚できるよう、「キャリア・

パスポート」を活用した記録を学年や校種を越えて引き継ぐことが効果的です。

　教師の児童生徒理解に当たっては、身に付けさせたい力を明確にした教育活動を行う

中で、学びのつながりや児童生徒の変容を見取ることが効果的です。

〔参考〕

　・キャリア教育リーフレットシリーズ　特別編（文部科学省　平成30年～令和４年）

　・「キャリア・パスポート」例示資料等（文部科学省　平成31年３月）

「日々の授業」をつなぐア

　「キャリア・パスポート」と日常の振り返る活動を関連付け、考えを振り返ったり、表現

したりする機会の充実を図ることが大切です。授業で培われた振り返る力が、「キャリア・

パスポート」を書くための基盤となることを意識しながら指導するなど、各教科等のノート

等を活用した振り返りと、学期や学年など一定の時間を取って行われる「キャリア・パスポ

ート」の活用を一体的に捉え、振り返る力を育成することが効果的です。

　「キャリア・パスポート」により、日々の記録の再編集や取捨選択を行い学年や校種

を越えた活用を意図した記録の蓄積を図ります。
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社会人
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リアパスポート（ノート）を活用して情報を引き継ぐ

経済団体
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